
平成26年５月１日現在

総人口 12,301人
男 6,024人
女 6,277人
世帯数 4,788世帯
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島内地区のおもな遺跡
番号 名称 時代
1

2

3

4

5

6

7

8

9

高松遺跡

南中遺跡

北中遺跡

北方遺跡

上平瀬遺跡

平瀬遺跡

法住寺跡
平瀬城館跡

坂下(泣坂)古墳群

奈良～平安

平安～中世

平安～中世

平安～中世

平安

古墳～中世

平安～中世

中世

古墳

ほうじゅうじ

銅製三尊仏像

大甕の発掘の様子

石が投げ込まれた
住居跡

北
方
遺
跡

平
瀬
遺
跡

歴
史
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

―松本市考古博物館―
島内地区の遺跡の逸品

歴史を体感展示中！！展示中！！

北
方
遺
跡

北
方
遺
跡

ユ
ニ
ー
ク
な
大
甕

北
方
遺
跡

高
松
遺
跡

謎
の
住
居
跡

お
互
い
様
の
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

島
内
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
開
設
！！

　

松
本
市
立
考
古
博
物
館
で
は
、

四
月
二
十
六
日
か
ら
六
月
二
十
九

日
ま
で
春
季
企
画
展
と
し
て
、「
わ

が
地
区
の
逸
品
～
島
内
地
区
の
遺

跡
～
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

島
内
地
区
の
お
も
な
遺
跡
と
し

て
九
箇
所
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
か
ら
、
平
瀬
遺
跡
、
北
方

遺
跡
、
北
中
遺
跡
、
高
松
遺
跡
が

出
土
品
と
写
真
パ
ネ
ル
で
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
島
高

松
駅
の
南
西
に

位
置
す
る
高

松
遺
跡
は
昭

和
六
十
二
年
に

圃
場
整
備
に

伴
い
発
掘
が
行
わ
れ
、
奈
良
時
代

の
住
居
跡
や
、
た
く
さ
ん
の
石
が

投
げ
込
ま
れ
た
平
安
時
代
の
住
居

跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
度
、
考
古
博
物
館
へ
足
を
運

び
、
係
り
の
方
の
説
明
に
耳
を
傾

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

島
内
の
歴
史
に
一
層
関
心
が
高
ま

る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

　

川
合
鶴
宮
八
幡
宮
近
く
の
平

瀬
遺
跡
は
、
道
路
開
発
に
伴
い
平

成
八
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
古
墳
時
代
の
住
居
跡
の
ほ

か
、
銅
製
三
尊
仏
像
や
三
尊
仏
像

が
彫
刻
さ
れ
た
硯
、
布
目
瓦
な
ど

寺
院
に
関
連
す
る
遺
物
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
鎌
倉
時
代

の
文
献
に
あ
る
「
信
州
平
瀬
法
住

寺
（
ほ
う
じ
ゅ
う

じ
）」
と
い
う
寺
院

に
つ
い
て
、
建
物

の
遺
構
は
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
も
の

の
、
そ
の
存
在
の

裏
付
け
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
遺
物

と
し
て
注
目
さ
れ

る
も
の
で
す
。
ま

た
、
こ
の
地
は
平
瀬
氏
の
居
館
が

あ
っ
た
所
で
あ
り
、
本
年
平
瀬
城

址
が
松
本
市
指
定
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
島
内
で
最

も
ホ
ッ
ト
な
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
と
言

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

島
内
体
育
館
北
東
の
長
野
自

動
車
道
付
近
に
位
置
す
る
北
方
遺

跡
は
、
圃
場
整
備
に
伴
い
、
昭
和

五
十
九
・
六
十
一
年
に
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
平
安
時
代
以
降
の
住

居
跡
が
多
数

発
見
さ
れ
ま

し
た
。
中
で

も
三
基
の
須

恵
器
の
大
甕

は
逸
品
で
す
。

考
古
博
物
館
で
も
常
設
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
用
途
に
つ
い
て
は

埋
葬
用
、
物
品
の
貯
蔵
用
な
ど
い

く
つ
か
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
て

い
る
た
め
、
古
代
の
人
々
の
生
活

を
想
像
し
た
く
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

開
館
時
間　

 

９
時
～
17
時

                   （
月
曜
日
休
館
）

観 

覧 

料　

 

一
般
二
百
円

　
　
　
　
　

 

中
学
生
以
下  

無 

料

住　
　

所　

 

中
山
三
七
三
八
―
一

電　
　

話　

 

八
六
―
四
七
一
〇

　
「
島
内
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
」
は
、
地
区
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
四
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

既
存
の
出
張
所
・
公
民
館
・
福
祉

ひ
ろ
ば
と
連
携
し
、
三
つ
の
機
能

が
一
体
化
と

な
っ
て
、
地
域

づ
く
り
を
支
援

し
て
い
く
拠
点

で
、
地
区
の
皆

さ
ん
に
よ
る
地

域
づ
く
り
活
動

の
育
成
・
支
援

や
、
課
題
の
把

握
・
各
種
の
相

談
対
応
・
各
種

団
体
の
支
援
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
た
目
的
は
、
地
域
づ
く
り

で
す
。
地
区
の
み
な
さ
ん
が
「
お

互
い
さ
ま
の
精
神
」
の
も
と
、
助

け
合
い
、
学
び
合
い
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
を

創
造
す
る
た
め
の
基
盤
と
す
る
も

の
で
す
。
団
塊
の
世
代
が
七
十
五

歳
以
上
と
な
る
二
〇
二
五
年
～

二
〇
三
〇
年
に
は
、
ど
の
地
区
も

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
や

買
い
物
弱
者
対
策
・
交
通
対
策
な

ど
の
地
域
課
題
が
増
加
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
は
、
地
域
や
行

政
だ
け
で
は
解
決
す
る
こ
と
が
困

難
な
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
や

団
体
・
機
関
が

知
恵
を
出
し
合

い
、
協
力
し
て

解
決
方
法
を

探
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
地

区
の
皆
さ
ん
と

市
が
協
働
で
課

題
解
決
に
取
り
組
み
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
仕
組
み

と
し
て
「
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

が
設
置
さ
れ
た
の
で
す
。

　

地
区
の
皆
さ
ん
と
市
が
協
働

で
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
仕

組
み
と
し
て
の
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
で
す
の
で
、
大
い
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
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新
任
あ
い
さ
つ

新
任
あ
い
さ
つ

訃
　報

河
内 

正
弘

島
内
地
区
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー増

田 

芳
子 

新
任
職
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

変
更
に
つ
い
て

（
会
長
）

（
副
会
長
）

（
会
計
）

（
副
会
長
）

（
会
計
）

（
副
会
長
）

（
副
会
長
）

島内公民館ギャラリー島内公民館ギャラリー島内公民館ギャラリー

○切絵と版画の仲間展　6月2日～6月20日

○パッチワーク作品展
　　　　　　　　　　　  6月23日～7月4日

島
内
地
区

地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
長

　

四
月
一
日
付
け
人
事
異
動
に
よ

り
島
内
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
長
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
異
動
前
の
二
年
間

は
千
曲
市
の
合
同
庁
舎
内
に
あ
る

県
の
「
広
域
連
合
長
野
県
地
方
税

滞
納
整
理
機
構
」
に
派
遣
さ
れ
、

地
方
税
の
徴
収
事
務
の
管
理
に
携

わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
は
単
身
赴
任
し
、
週
末

に
松
本
に
戻
る
と
い
う
生
活
。
そ

の
お
か
げ
で
家
族
の
有
難
み
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
の
勤
務
の
多
く
を
税
関

係
の
担
当
部
署
で
仕
事
を
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
四
月
か
ら
開
設
さ

れ
た
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
と

し
て
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

心
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。

　

地
元
、
島
内
町
区
の
出
身
で
す

が
、
こ
の
二
年
間
は
地
元
を
離
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
地
区
の
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
地
区
に
つ
い
て

知
ら
な
い
事
や
、
わ
か
ら
な
い
事

が
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

町
会
長
さ
ん
や
各
種
団
体
役
員
の

方
々
を
は
じ
め
、
皆
様
方
の
ご
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ま
た
自

ら
が
教
え
を
乞
う
事
を
忘
れ
ず

に
、
地
域
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
も
と
、
島
内
地
区
の
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
邁
進
す
る
所

存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

先
に
、
公
民
館
報
二
十
六
年
一

月
号
（
第
三
九
七
号
）
で
お
知
ら

せ
の
と
お
り
、
二
十
五
年
十
二
月
一

日
改
選
と
な
り
ま
し
た
が
、
都
合

に
よ
り
左
記
の
町
会
の
委
員
が
変

更
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
委
嘱
年
月
等

　

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
付

　
　
　

高
松
町
会　

原　
　

礼
子

　
　
　

北
方
町
会　

金
井　

孝
行

　

平
成
二
十
六
年
五
月
一
日
付

　
　
　

新
橋
町
会　

川
舩　

俊
市

　

五
月
二
日
、
島
内
町
内
公
民
館

長
会
長
と
し
て
の
重
責
を
担
っ
て

活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
、
山
岡

芳
郎
さ
ん
が
急
な
病
に
よ
り
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
。
常
に
青
島
出
身

を
強
調
さ
れ
、
こ
よ
な
く
青
島
を

愛
し
て
お
ら
れ
た
方
で
し
た
。

　

大
変
ユ
ニ
ー
ク
で
常
に
周
囲
を

和
ま
せ
よ
う
と
努
力
さ
れ
て
お

り
、
館
長
会
の
雰
囲
気
も
和
や
か

で
し
た
。

　

市
の
公
民
館
長
会
の
役
員
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
損

失
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ご
功
績
に
感
謝
す
る
と
共

に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
。
四
月
よ
り
配
属

さ
れ
ま
し
た
増
田
芳
子
と
申
し
ま

す
。
早
く
仕
事
に
慣
れ
、
地
域
の

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
頑

張
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

新
役
員
決
ま
る

小　

宮

高　

松

島
高
松

北　

中

南　

中

青　

島

松　

島

新　

橋

東　

方

町北　

方

上
平
瀬

平
瀬
川
西

平
瀬
川
東

下　

田

山　

田

犬
飼
新
田

中　

田

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
小
宮

小
宮
西

☆
町
会
長

三
沢　

一
元

平
林　

大
喬

堀
内　

嘉
昭

小
沢　

敦
敏

犬
飼　

功

丸
山　

善
司

宮
田　

芳
彦

川
舩　

昌
子

島
村　

昌
代

高
島　

芳
人

濱　
　

宗
明

蒔
田　

泰
弘

矢
萩　

正
彦

望
月　

照
美

逢
澤　

國
晃

大
澤　
　

博

村
山　
　

準

齋
藤　

栄
子

高
山　

忠
久

川
上　

孝
志

小　

宮

高　

松

島
高
松

北　

中

南　

中

青　

島

松　

島

新　

橋

東　

方

町北　

方

☆
町
内
公
民
館
長

小
穴　

敬
三

丸
山
眞
喜
子

堀
内　

洋
一

新
家　

昭
男

五
十
川　

進

井
出　

嘉
次

村
瀬　

正
孝

白
木　

好
雄

赤
羽　
　

勤

浅
澤　

忠
信

飯
島　

一
甚

胡
桃
沢
初
男

三
上　

彬
文

胡
桃
沢
武
久

逢
澤　

征
夫

丸
山　

富
次

村
山　

俊
雄

秋
山
喜
美
子

新
井　

通
夫

筒
木　

佑
美

上
平
瀬

平
瀬
川
西

平
瀬
川
東

下　

田

山　

田

犬
飼
新
田

中　

田

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
小
宮

小
宮
西

平
林　

大
喬
（
委
員
長
）

五
十
川　

進　
　
　

杉
山　

佐
俊

浅
川　
　

桂　
　
　

清
水　

豊
秋

小
原　

良
成　
　
　

菅
澤　

吉
登

小
澤　
　

勝　
　
　

髙
山　

定
康

河
野　

洋
子　
　
　

西
村　

妙
子

櫻
井　

栄
一　
　

   

大
月　

典
幸

川
上　
　

弘　
　
　

牧
垣　

智
子

安
藤　

正
明

☆
公
民
館
運
営
委
員
会

牧
垣　

智
子
（
委
員
長
）

小
原
た
け
子　
　
　

髙
山　

桂
子

胡
桃
沢
里
香　
　
　

犬
飼
美
智
子

望
月　
　

峰

☆
図
書
視
聴
覚
委
員
会

川
上　
　

弘
（
委
員
長
）

髙
山　

裕
子　
　
　

東　
　

洋
子

丸
山　

年
子　
　
　

三
村
美
津
江

飯
島　

一
甚　
　
　

三
上　

彬
文

三
沢
枝
美
子
（
全
市
版
）

☆
館
報
編
集
委
員
会

高
橋
ゆ
き
美　
　
　

茂
木　

博
子

栗
田　

恒
子　
　
　

山
村　

好
子

村
山　

俊
雄　
　
　

浅
澤　

忠
信

☆
文
化
委
員
会


